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地方の 石川県 能登町
かがやき 能登半島北東部にある里海里山　縄文の時代から大自然と向き合い

生きてきた人々の歴史と文化　スピリットに触れる
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春夏
秋冬二十四節気だより

にじゅうしせっき

のた活て寒のでりど夏
準虫発いさ長す、天が本備たにきがさ。 気去こに 格ち動ま少は りの の入 的もきすし等 、時 荒り ず な 台、、。 し期ま冬鳴こつ 秋れ風くす 、ごいれ深 のも昼 やな。もてまま と到治雷りりいでっ 夜来まな、
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マチを好きになるアプリ

広報誌をスマホ
などで閲覧できます

2233
日日

88
日日

※二十四節気は毎年1日ほど前後します。白露（9/8)、秋分（9/23）は今年の日付です。
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りが露はの日
、に と澄が空、中こ 夜や 美み宿気 はかのっ し渡るが 暑ら時て くり季冷 さ朝期 、節えき 見月 方が
に で、た えが 草に残す南ツ るす 花かる。へバ のっ夜にけも
とメ もき空朝ての

白
露
はくろ

9月

季節のうつろいを味わう

二十四節気は太陽の運行を基準にした太陽暦です。

1年を24等分し、「立春」をスタート地点として、
15日ごとにその時期の自然現象を表す美しい名前が付けられています。

二十四節気から、「暑い」「寒い」だけではない、季節の移り変わりを感じてみませんか?

風とともに鼻をかすめ
るキンモクセイの香り
に秋を感じます。中国
では「桂花」とも呼ばれ
るこの花を、3年間白ワ
インに漬け込んだお酒
が「桂花陳酒」です。

夏に咲いた黄色い花が
落ちた後、子房が土に
潜り実を付けることか
ら「落花生」と名付けら
れました。南米原産で、
江戸時代に渡来したマ
メ科の植物です。

風詩
物
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情報通信白書電子書籍ダウンロードページ
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/
whitepaper/e-book/index.html
※アプリや電子書籍ダウンロードにかかるデータ通信料は
　利用者負担となります。

スマートフォン・タブレット用アプリと
電子書籍を無料提供しています

白書はその時々の情報通信の
トレンドを映し出してきました

昭和48年版「暮らしと通信」
「通信行政の新展開昭和60年版  ～高度情報社会を目指して～」

平成11年版「インターネット」
「ユビキタスエコノミーの進展と平成19年版 グローバル展開」

平成21年版「日本復活になぜ情報通信が必要なのか」
平成24年版「ICTが導く震災復興・日本再生の道筋」

「IoT・ビッグデータ・AI
平成28年版 　～ネットワークとデータが創造する

　　新たな価値～」

平成29年版「データ主導経済と社会変革」
平成30年版「人口減少時代のICTによる持続的成長」

令和元年版情報通信白書のポイント
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昭　和 平　成 令　和

経済のみならず、社会・文化・働き方・更には生き方も変化

ICTの発展・普及

デジタル経済
Society 5.0
サイバー空間と現実世界が
高度に融合し、経済発展と
社会的課題の解決を両立ICTがもたらした

新たな経済の姿

• xTech
• シェアリングエコノミー
• ギグエコノミー
• デジタル・プラットフォーマー

経済全体の中での
ICTを巡る活動

• 様々な産業におけるICTの利用
• 電子商取引
• SNS、動画共有サービス等

ICTを提供する
産業の活動

• ICT産業

インターネット

モバイル

ビッグデータ

AI

IoT

スマートフォン 5G

情報通信白書アプリ
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ICTとデジタル経済はどのように進化してきたのか Ⅰ

我が国におけるICT投資額の推移 1

ソフトウェア導入の内訳 3

ICT関連機器※の生産・輸出入等の推移 1

通信機器の生産・輸出入の推移 2

各国のICT投資額の推移の比較 2

出典：内閣府国民経済計算を基に作成出典：OECD Statを基に作成

※民生用電子機器、産業用電子機器、電子部品・デバイスを指す

出典：総務省・経済産業省（2019）「平成30年情報通信業基本調査」出典：経済産業省機械統計、財務省貿易統計

出典：経済産業省機械統計、財務省貿易統計

出典：米国商務省
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ICTとデジタル経済はどのように進化してきたのか Ⅰ

テレビとネットの利用時間の推移
（平日1日当たり） 1

メディア別の信頼度 2

ネット上での「炎上」の確認経路 3米国・中国のデジタル・プラットフォーマーの
売上高・営業利益の推移

売上高の推移
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1デジタル・プラットフォーマー等による
AI開発・利用の基盤となるツール提供 2

出典：吉野ヒロ子（2016）「国内における『炎上』現象の展開と現状」出典：各社決算資料
出典：総務省（2017）「平成29年情報通信メディアの利用時間と情報行動に
　　  関する調査報告書」出典：総務省「AIネットワーク社会推進会議AI経済検討会」資料を基に作成

出典：橋元良明（2016）『日本人の情報行動2015』他
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テレビ視聴
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ネット利用
全世代
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テレビのバラエティ番組
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新聞

スポーツ紙

ラジオ

雑誌

ネットニュース

2ちゃんねる

2チャンネルまとめサイト

Twitter

Facebook

ブログ

家族や知人との会話

どこかで見聞きした

見たことはない

プロセッサー
プログラムに従った計算等を行うための
ハードウェアであり、計算能力を提供
　例：GPU、TPU(Google)等

フレームワーク
機械学習のための機能やアルゴリズムを提供
　例： TensorFlow(Google)、Caffe(UC Berkeley)
 Caffe2(Facebook)
 Microsoft Cognitive Toolkit(Microsoft)
 MXnet(Amazon)、Pytorch(Facebook)等

プラットフォーム
計算能力とフレームワーク等をセットで提供
　例： Google、Microsoft、IBM、
 Amazon等

アプリケーション
画像認識、音声認識、機械翻訳、チャットボット等

ユーザー
アプリケーションの利用により、自らプログラ
ムの作成を行うことなく、学習済みモデルの
利用や学習済みモデル自体の作成が可能

フレームワークやプラットフォ
ームを利用することで、アプリ
ケーションの開発が可能 クラウドサービス／

API経由で提供

オープンソースで
提供
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Society 5.0が真価を発揮するために何が必要か

企業におけるデジタル化の影響 1

変化に対応するためのデジタル・トランスフォーメーション

従来の情報化／ ICT利活用

ICTは、確立された産業の
効率化や価値の向上を
実現する補助ツール

2

出典：日本情報システム・ユーザー協会、野村総合研究所（2019「）デジタル化の取り組みに関する調査」

出典：総務省（2019）「デジタル変革時代のICTグローバル戦略懇談会」資料
出典：Dao, M.C.ほか（2017 Why Is Labor Receiving a Smaller 
　　  Share of Global Income?」

）「

出典：IMF “World Economic Outlook database” を基に作成

2016年度

2017年度

2018年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デジタル・トランスフォーメーション

ICTは、産業と一体化することで、
ビジネスモデル自体を変革する

事業のコアとなる

世界の労働分配率の変化
（1991～2014） 2

主要先進国の一人当たり実質GDP成長率の推移 1デジタル化によるSDGsへの貢献（イメージ） 3

Ⅱ

既に影響が出ている

破壊的な影響をもたらす可能性がある

ある程度は影響する可能性がある

その他

産 業
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産 業
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スキル供給の変化等
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ドイツフランス GDPの
伸び悩み

分野 ICTソリューション（例） SDGs
• ICTインフラの整備

インフラ • 災害に強い強靱なインフラの
 開発促進

• スマート農業システムを活用した
農業  効率的な農業運営
食糧 • ICTを活用した需給管理

• 遠隔医療による医療機会の提供
医療 • センサー等を活用したモニタリング
介護  や診断、予防医療・予兆検知

• 遠隔教育システムを通じた
 教育機会の確保

教育 • 高精細映像やインタラクティブな
 質の高い教育コンテンツの提供

• 自動運転・航空交通システム高度化
都市  による移動機会の提供
地域 • ICTを活用した買物等の生活支援

• 生体情報を活用した認証基盤に
基盤  よる公共サービスの提供
生活 • ICTを活用した就業マッチング

• 金融サービス向け基幹業務システム
金融 • ブロックチェーンを用いたマイクロ

 ペイメント・キャッシュレス基盤

• 衛星・ドローン・センサーを活用した
防災  情報収集・災害情報の配信
環境 • AI･IoT等を活用した各種災害の

 観測・予知

観光 • 多様な情報へのアクセス、AIを活用
人的交流  した多言語翻訳システム

• テレワークによる就業機会の提供
バリアフリー • ロボット・AIを活用した労働代替や
ジェンダー  障がい者支援
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Society 5.0が真価を発揮するために何が必要か

ICTの位置付けの転換 1スタートアップ企業の「出口」の日米比較 2

出典：総務省（2019）平成30年通信利用動向調査

出典：ベンチャーエンタープライズセンター（2017）「ベンチャー白書」

出典：三菱総合研究所

テレワークに関する状況

個人における実施状況

8.5%
実施した

実施してみたい
5.2%

どちらかといえば
実施してみたい
　　　　10.8%

医療

遠隔での診断や手術支援

企業における導入状況

19.1%
導入している

導入予定がある
7.2%

3

地方における5Gの活用による課題解決 1

ICTによる人間の「拡張」 2
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M&A

「身体」の拡張

ICTで制御することで
身体機能を高める機械

遠隔地からでもあたかも
その場に居るように作業が可能

「存在」の拡張

ICTにより
視覚や聴覚などを強化

「感覚」の拡張

AIと人間の協調により
理解・習得のプロセスを強化

「認知」の拡張

Ⅱ

データ／IoT／AI／5G時代の
新たなICTの位置付け

日本におけるこれまでの
ICTの位置付け

業務を効率化
「守り」のICT

新たな価値を創造
「攻め」のICT

バックオフィス業務
組織内に価値を提供

フロントオフィス業務
顧客に価値を提供

コストセンター
直接利益は生まない

プロフィットセンター
直接利益を生む

ICT企業＋
ユーザー企業 情報システム部門

ユーザー企業 事業部門＋
   〃　情報システム部門＋

ICT企業

※2 Chief Digital Officer：
 最高デジタル責任者

※1 Chief Information Officer：
 最高情報責任者

CDO※2CIO※1

農林水産業・建設

データを活用した
スマートな農業・建設工事

暮らし

ドローンや自動運転を活用した
買物支援

!!!

教育

遠隔での授業

災害対応

被害状況の迅速な把握による
救助・救援活動

工場

データを活用した
工場の効率的な制御



全国有数のイカの漁獲高を誇る小木港。
周辺地域では毎年5月頃に「イカす会」な
るイカの祭りが行われ盛り上がる。来年の
春には、小木地区観光センター「イカの駅 
つくモール」がオープン予定。

「神々が住む」と言われる能登町の神社と、
この地に古くから根づく3つの酒蔵を巡る
「聖地巡盃」。ガイドブック「聖地巡盃帖」で
は、恋愛運・仕事運・巡り合い運にご利益の
ある3つルートが紹介されている。

能登柳田植物公園に隣接する、星の観察館
「満点星」。館内のプラネタリウムでは、
4000万個もの星がドームいっぱいに映し
だされる。巨大な反射望遠鏡を使った天体
観望会も毎日開催されている（要予約）。

Profile
石川県鳳珠郡に属する。平成17年3月
に、能都町、柳田村、内浦町が合併して誕
生。豊かな自然の恩恵を受け、漁業、農業
が町の基幹産業となっており、特に、イカ
釣漁業と定置網漁業が全国的に有名。
人 口 17,119人（令和元年8月1日現在）
面 積 273.27㎢
U R L http://www.town.noto.lg.jp

まだまだある、里海里山の魅力 !
芳しい、おいしい、美しいを味わい尽くす
感動体験スポットご紹介します。

縄文時代の貴重な遺構や遺物が発掘
された真脇遺跡。背後には、出土品を
モチーフにした建物やオブジェを有
する歴史体験公園が広がる。

真脇遺跡
まわきいせき こいじかいがん

 1kmもの海岸線が続く能登半島屈指の観光
名所。「恋路」の名はいにしえの悲恋伝説に由
来し、現在では縁結びのパワースポットとし
て知られている。穏やかな波を受ける鳥居
や、白砂の浜が美しい。

恋路海岸

ノトキリシマツツジ
能登半島で古くから植栽されている
この花は、遠目でも存在がわかるほ
ど、燃えるような深紅や赤紫に色づ
く。4月下旬～5月中旬が見頃。

あばれ祭
7月の第1金曜・土曜に行われる宇出津八
坂神社の例祭。約40基のキリコが大松明
の火の粉を浴びながら暴れまわる。石川
県無形民俗文化財に指定されている。

能登町の魅力ダイジェスト!

　地
か
が方
のや

き
宇出津（うしつ）港
のと寒ブリ
極寒の日本海で育っ
た天然物のブリ。12月～
翌年 2月頃にいただく刺し身
は、脂が乗って醤油をはじくほど。

赤崎いちごとブルーベリー
どちらも町の特産品。
ジャムやソフトク
リーム、ワインなど
加工品も人気 ! 摘
み取り体験ができ
る農園も多い。

配測ドームを
した

天体観
アストロコテ

ージで

宿泊もできる
！

能登町長
持木  一茂

文
化

「７をる
　

跡すがは も有や面 あ 市す
　

大か 奥月 例 が。広あ ち数寒し り ・る能他

　

町

　

町
昔 を ブ 能に が切 えがあ り ろ 珠の てのま 能に 登か り リに ばあり ま ん開 特 漁 長東す登洲も 登ら 魚 半し 、り、 、せ が 」そ、山 徴 港 い部。催 市町伝こま 温 ん も とづ 水海 島て が ・さ の れ の と は承 す 泉 。 呼け 揚岸 穴 のいれ 町 ら 特丘が

絶
品点 南 、まさ 。 る ばの げ 水産 在 線 隣北る れ を 陵 部の！ れ「す あ人 さが 町接東て 背 物地 し はは。 り れ るあ 続ときた て 富 とす部景 もに、 海 る エば いりたち 縄 るにに 豊は き とだ 山は ま、 リ

れ 富 北 位わ神 田 、し文 輪け イ湾 アも、 す祭け事は た遺で畑で 陸カに にに島置。

（を
　
アかで に神言帰中能

堪
能

クぜ らはセ

　

羽今 15にわらが登ペひ は約 も田 感ス れな盛人ー
し訪 車の １ 息か 謝るくりたジてれ で良 時 づら ほて上す ち）く 約 「いて が 」

能
登
町
。

い 間 も
20 のてるど もにだ、 り はあ の い心。祭 一さ と 自 ま分フ る 斉ま が り 、い 里 他とラ の 然 すに に。た 能山で 県、イ にはあ 都 登す

「
盆
。帰

にト空 感帰 省る 心 。人、港
」

謝 暮 暮る し魅 空か の れ らし」 、力 ら港ま 中 とに町す、

町の特性を生かして
人口増・活性化に尽くす

　全国的に人口減少が進む中、能登町でも
ここ数年、移住定住の促進に力を入れてま
いりました。移住希望者・地域コミュニティ
の両者に耳を傾け、どちらにも良い結果を
招くよう丁寧に対応してきた結果が実を結
び、この3年で約140人の移住者が暮らし始
めています。　
　また、金沢大学の誘致も行い、本年4月に
は同大学の海洋水産センターも設置しまし
た。これにより学生や研究者の来訪も増えて
います。能登町はまだまだ可能性がある町、
今後も活性化に取り組んでまいります。

能登里山里海の妖精
「のっとりん」

つつくもくもわわんん

九十九湾
日本百景の一つに数えられる、東西1㎞、
南北1.5㎞の小さな湾で、入り江が九十
九を数えることからこの名がついた。
湾内の見どころを巡る遊覧船もある。

石川県 能登noto-cho町

運気アップのルートも紹介!

飲  神と酒を巡る旅
「聖地巡盃」のすすめ 星 満点の星空を見上げて

宇宙に思いを馳せる旨 イカどころ小木地区に
「イカの駅」オープン!

ス生縄能
ピき文登
リての半
ッき時島
トた代北
に人か東
触々ら部
れの大に
る歴自あ
史然る
とと里
文向海
化き里
合山
い

能登町
新潟

富山
石川

長野

岐阜
福井
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能登町を
海洋研究所の中心地に

学ま能
力ち登
ア 町なのッか教プ鳳育と雛戦
地塾略
域 ！で教
育

町内4校統合により開校した
石川県立能登高等学校。

放課後、鳳雛塾で学習する
生徒たち。

町内唯一の高校存続をかけて
能登高校の魅力化プロジェクト

地

01
方の力地

0
方の

2
力

能登町の

わがまち
じまん

　世界農業遺産に認定された能登の里海里
山。その一つである宮地地区に、農家民宿群
「春蘭の里」があります。
　過疎化したこの地域を、ありのままの姿で活
性化することを目的に、地元の人たちがスター
トさせた取組です。
　現在、農家民宿の数は47軒にものぼり、訪れ
る人々に農村暮らしを提供しています。囲炉裏
を囲んで味わう郷土料理、田植えや稲刈りなど
の農作業体験やキノコ狩り、祭り体験など、能
登町の里山でしか味わえない体験プログラム
が評判で、毎年たくさんの人が訪れています。

修学旅行や教育旅
行、視察旅行など国内
外から団体で訪れる
ことも多いようです。

まちなか鳳雛塾ではICT教育も導入。

まちなか鳳雛塾の運営に
あたる地域おこし協力隊。

九十九湾沿岸の旧九十九湾グランドホテル跡地に
開設された能登海洋水産センター。

「海」「山」など身近な題材を用いて
地域教育も行われている。

水生生物の基礎・応用研究を行う。

「農村体験、楽しいよ」
事務局長  多田喜一郎さん
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「研究を通して地域に貢献したい」
と松原創センター長。

地元の高校を地域で支える!
能登高校を応援する会
　町内唯一となった能登高校が開校した平成21
年。同校の存続と発展を目指して「能登高校を応
援する会」が発足しました。この会は、町・高校は
もちろん、地元の様々な団体も構成員となり、町の
補助金と会費によって運営されています。主な取
組は、制服購入費や部活動費、通学定期購入費な
どにかかる保護者の負担を軽減する補助事業の
ほか、平成26年度からは高校内公営塾「鳳雛塾」、
平成28年度には町営塾「まちなか鳳雛塾」の開設
にも一役買っています。まさに地域を拳げて町の
子どもたちの教育をサポートしているのです。
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  能登町の不動寺地区では、廃校となった小学校を
住民主体となって修復し、「木郎活性塾」として活用
しています。かつて地域の中心的存在だったこの小
学校は、昭和46年の廃校後、魚網工場として利用さ
れたものの、工場が閉鎖されてからは放置されてい
ました。平成7年、風化していく学び舎をなんとか蘇
らせたいと、卒業生が中心となって活動開始。
　現在でも運営費は会費でまかない、維持・管理し
ています。教室はイベントスペースに形を変え、音楽
会やコンサートの会場として使われているほか、住
民から寄贈された千冊以上の本が並ぶ図書室、昔
の農機具・民具を展示した郷土博物館も設けられ、
地域の象徴として愛されています。

音楽の練習場、コンサート会場
など、様々に活用されている。

し

農家民宿群「春蘭
ゅんらん

の里」
さと

 布草履づくり

▲

 ▲キリコ祭り体験

▼農業体験

廃校となった学び舎を「木郎活性塾」
もくろうかっせいじゅく

地域みんなで守り継ぐ
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02 未来の学び プログラミング教育推進
月間（みらプロ）が始まります
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未来の学びプログラミング教育推進月間
（みらプロ）における協力企業団体

Apple Japan, Inc.

株式会社NTTドコモ
グーグル合同会社

グーグル合同会社

佐川急便株式会社

積水ハウス株式会社

Twitter Japan株式会社
株式会社ディー・エヌ・エー

トヨタ自動車株式会社

日産自動車株式会社

日本郵便株式会社

ひろしま自動車産学官
連携推進会議

フューチャー株式会社/
ライブリッツ株式会社

株式会社Preferred 
Networks
本田技研工業株式会社

ヤマトホールディングス
株式会社

LINE株式会社
リコージャパン株式会社

プログラミングの基礎を学んで、地域の課題を解決する
アプリケーションをデザインしよう

プログラミングを生かしてよりよい生活に

AIとプログラミングで、身近な課題を解決しよう
地域の魅力を発信しよう！

私たちの生活を豊かにする未来の宅配便

みんなの家！未来の家！

地域の魅力を伝えよう！私たちの街大好きプロジェクト！

地域の魅力発信アプリを開発して、商店街を盛り上げよう！

私たちの生活と、自動車の未来を考えよう

私たちの生活と、自動車の未来を考えよう

私たちの生活を支える郵便局の仕事

私たちの生活と、自動車の未来を考えよう

スポーツとデータ分析。地域スポーツチームを応援しよう

自動化の進展とそれに伴う自分たちの生活の変化を
考えよう

私たちの生活と、自動車の未来を考えよう

私たちの生活を豊かにする未来の宅配便

見つけよう 伝えよう わたしたちのまちの魅力
地域活性化のために、新しい表現方法で町を紹介しよう

企業訪問

教材提供

教材提供

教材提供

企業訪問

企業訪問

教材提供

教材提供

企業訪問

企業訪問

企業訪問

企業訪問

教材提供

教材提供

企業訪問

講師派遣

講師派遣

講師派遣

総合的な学習の時間の指導案タイトル協力企業団体名 実施形態

「未来の学び プログラミング教育推進月間」
（みらプロ）の特設サイト

「未来の学び プログラミング教育推進月間」
（みらプロ）の実施に関する記者発表会

（2019年2月18日）

お問い合わせ先

【本件担当】総務省情報流通行政局情報流通振興課情報活用支援室
Tel. 03-5253-5743
【みらプロに関するお問合せ】未来の学びコンソーシアム事務局
Tel. 03-6734-3147（文部科学省内直通） E-mail. miraino-manabi@mext.go.jp

「みにに
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る住んりれ
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間ンに高

　
念の者者
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法
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こ 期 は 燃 ン消 キ い にと お 具。 日火 増 上ん ち す け き んが消 じ 、 え ペ お

考 の ャ 、火 作 や を 高のと ゃ か て る逃 の ー 災 けい に あ 加ン
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お問い合わせ先

総務省消防庁予防課予防係
Tel. 03-5253-7523
https://www.fdma.go.jp/html/life/juukei.html

敬老の日に「火の用心」の贈り物

住宅防火・防災キャンペーン実施中！
キャンペーン期間：9月1日（日）～ 9月21日（土）

高齢者を住宅火災から守るために

逃げ遅れを防ぐために
　各自治体の火災予防条例で設置が義務づ
けられている「住宅用火災警報器」。その電池
の寿命は約10年ですが、故障する可能性も
考えて年2回程の定期的な点検が必要です。

住宅用消火器などを用意しましょう
　消火器には、小さく軽い「住宅用消火器」
や、スプレー式で高齢者でも扱いやすい「エ
アゾール式簡易消火具」といったものも販
売されています。

防炎品を使いましょう
　「防炎品」であれば、万が一、火災が発生しても、
急激に火炎が拡大するのを防ぐことができます。
　寝具や衣類、カーテンやじゅうたん、車やバイク
のボディカバーなどにも「防炎品」はあります。

防炎

防炎

防炎

住宅火災における死者数の推移
（平成21年～平成30年の10年間）
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住宅火災による死者数 高齢者（65歳以上）の割合

高齢者が占める割合

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年
（概数値）

70.4%
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地域発ＩＣＴスタートアップイベント「起業家甲子園」「起業家万博」の

地区（連携）大会へのエントリー募集中！
～地域におけるIoTの学び推進事業～

全国過疎問題シンポジウム2019
in あおもり

全国過疎問題シンポジウム2019 in あおもりの概要

第1分科会（9：30～16：30）
青森市青森国際ホテル（2階　春秋の間）
過疎地域自立活性化優良事例発表⇒五所川原市（現地視察）

第2分科会（9：30～16：30）
青森市青森国際ホテル（3階　萬葉の間）
過疎地域自立活性化優良事例発表⇒大鰐町（現地視察）

第 分科会（8：00～17：00）
むつ市脇野沢地域交流センター（バス移動・JR青森駅前発着）
現地取組紹介・意見交換

3 第4分科会（9：20～16：00）
七戸町観光交流センター（バス移動・JR青森駅前発着）
現地取組紹介・意見交換

お問い合わせ先

総務省情報流通行政局情報流通振興課
Tel. 03-5253-5748   E-mail. ryutsu.shinko1@soumu.go.jp
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/02ryutsu02_04000338.html

お問い合わせ先

全国過疎問題シンポジウム実行委員会事務局（〒030-8570 青森県青森市長島1-1-1　青森県総務部市町村課内）

Tel. 017-734-9073   Fax. 017-734-0889

昨年度の様子：「全国過疎問題シンポジウム2018 in やまぐち」

10月31日（木） 全体会（13：00～17：00） 開催場所：リンクモア平安閣市民ホール
 交流会（18：00～19：30） 開催場所：青森国際ホテル
  基調講演
「地域創生 成功の方程式 －『五感六育』事業構想と実現－」
講　　　　　師 ： 木村　俊昭（東京農業大学教授・一般社団法人日本事業構想研究所代表理事）
  パネルディスカッション
コーディネーター ： 図司　直也（法政大学現代福祉学部教授）
パ  ネ  リ  ス  ト ： 玉沖　仁美（株式会社紡代表取締役）
 ： 小松　圭子（有限会社はたやま夢楽代表取締役社長）
 ： 高橋　哲史（株式会社百姓堂本舗代表取締役） 
 ： 根市　大樹（合同会社南部どき代表社員・NPO法人青森なんぶの達者村理事）

11月1日（金） 分科会・現地視察

起業家甲子園・起業家万博　地区（連携）大会　開催スケジュール

全　国

北海道

東　北

関　東

信　越

北　陸

東　海

近　畿

中　国

四　国

九　州

沖　縄

全国高等専門学校プログラミングコンテスト
第30回都城大会
“No Maps NEDO Dream Pitch”
with 起業家万博
起業家甲子園　北海道大会2019
SPARK! TOHOKU 2019 
Startup pitch
横須賀スタートアップオーディション
宇都宮アクセラレータ2019
第20回湘南ビジネスコンテスト
PlanT ビジネスモデルコンテスト
with 起業家万博
Startup Stage 2019
新潟ITアワード2019
信州ベンチャーコンテスト2019
「えちご創発xTECH」（ICTビジネスアイデア
コンテスト2019 in長岡）
信州未来アプリコンテスト0（ZERO）
Demo Day
Hokuriku Innovation Trial-2019
Tongaliビジネスプランコンテスト
CNBベンチャー大賞2019
ミライノ（mirainno）ピッチ2019
第23回HiBiSインターネットビジネス
フォーラム2019
とくしま創生アワード2019
Startup Go!Go! 2019
第5回九州・山口ベンチャーマーケット
第6回崇城大学ビジネスプランコンテスト
ベンチャーキャピタルサミット
起業家甲子園沖縄地区大会

10/13-14

10/16

12/7

11月（予定）

6/29
11月（予定）
11/7

12/8

12/15
9/27
10/5

11/24

12/7

11/14
6/1
10/28
12/14

11/14

1月（予定）
11/7-8
10/7
未定
11/1
12/21

都城市総合文化ホール

ACU-A

（未定）
INTILAQ東北イノベーションセンター
（予定） 
横須賀市産業交流プラザ
イエローフィッシュ
藤沢商工会館
PlanT日野市多摩平の森
産業連携センター
TOKYO創業ステーション
新潟市産業振興センター
松本市中央公民館 Mウィング

アオーレ長岡

信州大学国際科学イノベーションセンター

福井県県民ホール
NAGOYA Legend Hall
ミッドランドホール
大阪イノベーションハブ（OIH）

広島市南区民文化センター

（未定）
みらいホール
福岡国際会議場
（未定）
沖縄県教職員共済会館八潮荘 屋良ホール
STARTUP LAB Lagoon KOZA

イベント名地区 開催日 会場

甲子園

甲子園

甲子園

甲子園

甲子園

甲子園

甲子園

甲子園

万博

万博

甲子園 万博

万博

甲子園 万博

甲子園 万博

甲子園 万博

甲子園 万博

甲子園 万博

万博

万博

万博

甲子園 万博

万博

万博

万博

万博

※地区（連携）大会は、今後変更の可能性もあります。また、地区（連携）大会の開催がない地域等の方々は、
事前エントリー制度をご利用ください。最新情報等は、「NICT ICTスタートアップ支援センター HP」
（https://www.nict.go.jp/venture/）をご覧ください。

起業家万博における総務大臣賞授与式の様子
（平成30年度）

起業家甲子園における総務大臣賞授与式の様子
（平成30年度）
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APT閣僚級会合に参加した加盟国政府代表

アジア・太平洋電気通信共同体（APT）40周年ロゴ

広報誌「総務省」についてのご意見・ご要望はFAXまたは、電子メールでお寄せください
FAX｜03-5253-5174　MAIL｜kohoshi@soumu.go.jp
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期 村し皆だ か 採性 民 。動い力 を。 が もを す のト 町上 交 し れさい と 体 をり のつ 式的 る 住ラ のげ て 見 たまた換 なに 改を 生思
内
の験 な ッス民 スま 、 て が 野 全に川留い取今 クーし め作 き ど ーとす 、 っ 菜 のパ改上学 集パまり後た てる人生て、。 談住を 周ー ー落笑民 の職 り かをしの 事 ら員 でた 回交 仕に は業り っ

流プ 住をて入、
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05奈良県川上村と総務省行政評価局で
「短期交換留学」を行いました

石田総務大臣（中央）、
栗山川上村長（左から2人目）と

総務省行政評価局職員への講演の様子
（奥谷主事補：左から4人目）

かわかみらいふの宅配代行の業務体験
をする三吉事務官
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奈良県 三重県

京都府

大阪府

和歌山県

川上村
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